
川上ダムにおける発電に資する水位運用高度化操作の実施効果 

～約１０４戸の家庭が１ヵ月に消費する電力量を増電～ 

 

 

 独立行政法人水資源機構が管理する川上ダム（三重県伊賀市）では、令和

５年８月から、発電に資する水位運用高度化操作※1の試行に取り組んでいま

す。 

令和５年は、８月１６日～１０月１５日の期間においてこの取組を実施した

ことにより、通常のダム運用と比較して、約２７ＭＷｈの増電ができました。

これは、約１０４戸が１ヵ月に消費する電力量※2に相当します。 

今後とも、限りある水資源を有効活用することで脱炭素社会の実現に貢献し

てまいります。 
 
※1 洪水調節を行った後や洪水に至らない出水時に、最新の気象予測技術を活用し、洪水対応及び

利水に支障のない範囲で一時的に流水を貯留し、管理用水力発電設備で有効に発電しながら放流

する取組。 

※2 一般家庭の１ヵ月の消費電力量を２６０kWh として試算したもの。 

注：結果は速報値のため、今後の精査により数値が変更となる可能性があります。 

 

 

   令和５年１１月２７日 

 

 独立行政法人水資源機構 関西・吉野川支社 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

 

 独立行政法人 水資源機構 関西・吉野川支社  

                  淀川本部 施設管理課長 丹羽
に わ

 

 住 所：大阪市中央区上町Ａ番１２号 

 電 話：０６－６７６３－５１８２（代表） 

  関西・吉野川支社HP：http://www.water.go.jp/kansai/kansai/index.html 
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川上ダムにおける
発電に資する水位運用高度化操作
取組概要

独 立 行 政 法 人 水 資 源 機 構

関西・吉野川支社 淀川本部

木 津 川 ダ ム 総 合 管 理 所
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洪水貯留準備水位EL.260.7m

令和５年台風第７号に伴う出水において、令和５年８月16日から９月６日にかけて、洪水調
節容量に流水を一時的に貯留して水位運用高度化操作を行いました。
貯留水を発電に有効活用し、通常の操作と比較して約２３MWhの増電となったと試算されま
す。これは、一般家庭約８９戸が１ヵ月に消費する電力量※に相当します。

※ 一般家庭の1カ月の消費電力量を260kWhとして試算したもの。

川上ダムにおける水位運用高度化 実績１／２
注：結果は速報値のため、今後の精査により数値が変更となる可能性があります。
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発電放流管のみによる放流

洪水貯留準備水位以上に貯留し発電に有効活用

川上ダム運用状況図
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洪水貯留準備水位EL.260.7m

令和５年９月６日の出水において、令和５年９月７日から９月27日にかけて、洪水調節容量
に流水を一時的に貯留して水位運用高度化操作を行いました。
貯留水を発電に有効活用し、通常の操作と比較して約４MWhの増電となったと試算されます。
これは、一般家庭約１５戸が１ヵ月に消費する電力量※に相当します。

※ 一般家庭の1カ月の消費電力量を260kWhとして試算したもの。

川上ダムにおける水位運用高度化 実績２／２
注：結果は速報値のため、今後の精査により数値が変更となる可能性があります。
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発電放流管のみによる放流

洪水貯留準備水位以上に貯留し発電に有効活用

川上ダム運用状況図



＜参考＞川上ダム概要
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最低水位 EL.227.3m

基礎地盤 EL.198.0m

洪水時最高水位 EL.276.9m

堆砂容量
1,800千m3

総貯水容量
31,000千m3

洪水貯留準備水位
EL.260.7m

平常時最高貯水位
EL.262.0m

利水容量
(6/16-10/15)
14,800千m3

洪水調節容量
(6/16-10/15)
14,400千m3

利水容量
(10/16-6/15)
15,700千m3

有効貯水容量
29,200千m3

川上ダム貯水池容量配分図
洪水期

(6月16日～10月15日)
非洪水期

(10月16日～6月15日)

管理用水力発電設備概要

ダム型式 ： 重力式コンクリートダム
堤 高 ： 84ｍ
堤 頂 長 ： 334.0ｍ
流域面積 ： 54.7km2

管理開始 ： 令和5年4月

川上ダムの諸元

川上ダム
管理用水力発電

１号水車
（流入水バイパス系統）

２号水車
（利水放流系統）

水車形式 横軸二輪単流渦巻両掛フランシス水車

最大発電使用水量 0.80m3/s 1.10m3/s

有効落差 58.90m 53.00m

発電機最大出力 856kW



＜参考＞川上ダムにおける水位運用高度化（洪水後期の緩やかな放流）
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常用洪水吐きゲート

利水放流設備管理用水力発電

非常用洪水吐き ▼洪水貯留準備水位

洪水調節容量

利水容量

発電活用促進

＜ダム運用のイメージ＞

落差増大 落差増大

水量増大
＋

時間

水位運用高度化

洪水吐きゲート

利水放流設備

発電放流

利水放流

ダ
ム
の
水
位

洪水の貯留事前放流、貯水位維持 貯留した
洪水の放流

放
流
設
備

一時的に貯留

雨量
通常の運用

水位運用高度化

通常の運用では、洪水を洪水調節容量に貯留した場合は、次の洪水に備え速やかに洪水貯留
準備水位以下まで洪水吐きゲートにて放流し、ダムの水位を低下。
水位運用高度化では、洪水調節容量に貯留した洪水をダムから放流する際に、最新の気象予
測技術を活用して次の洪水が予測されないことを確認しつつ、発電に利用しながら緩やかに
放流、または一定程度水位が低下した段階で一時的に貯留し、発電に利用しながら放流する。
これにより、発電の有効落差増大及び発電に利用できる水量の増大に伴う増電が期待できる。



＜参考＞川上ダムにおける水位運用高度化（洪水に達しない流水の調節）
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常用洪水吐きゲート

利水放流設備管理用水力発電

非常用洪水吐き ▼洪水貯留準備水位

洪水調節容量

利水容量

発電活用促進

＜ダム運用のイメージ＞

落差増大 落差増大

水量増大
＋

時間

水位運用高度化

洪水吐きゲート

利水放流設備

発電放流

ダ
ム
の
水
位

事前放流、貯水位維持

放
流
設
備

一時的に貯留

洪水のおそれが無いと
判断した段階で貯留開始

雨量
通常の運用

水位運用高度化

通常の運用は、ダムへの流入量が洪水量に達しない出水において、ダムの貯水位を洪水貯留
準備水位以下で維持するため利水放流設備又は洪水吐きゲートから放流を実施。
水位運用高度化では、最新の気象予測技術を活用して洪水が予測されないことを確認しつつ、
洪水調節容量の一部に流水を一時的に貯留し、その後発電のみによる放流を行う。
これにより、発電の有効落差増大及び発電に利用できる水量の増大に伴う増電が期待できる。


